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みどり市のキャリア教育の
充実を目指して



みどり市マスコットキャラクター みどモスは、日本
の歴史を変える大発見となった岩宿遺跡、その時代に
生息していたといわれ、岩宿博物館にも骨格が展示さ
れているマンモスをイメージしたキャラクターです。

全国ゆるキャラグランプリ
２０２０で１１位になりました。



みどり市のキャリア教育の取組
群馬県におけるキャリア教育については、第３期群馬県教育振興基

本計画の８つの基本施策の最初に、「時代を切り拓く力の育成」を掲
げ、社会のあり方が大きく変化し、ルールや目標が明確でない中で、
自分の頭で未来を考え、生き抜く力を持ち、新しい価値を創造する「
始動人」の育成や教科等横断的・継続的にキャリア教育を推進し、大
学等の教育機関、企業、関係団体、関係機関等と連携を図りながら、
多様な学びの機会を提供し、社会的・職業的自立に必要な能力の育成
を目指しています。
これを受けて、みどり市では、市教育委員会と市教育研究所、市内

７校の小学校、５校の中学校が連携を密に図り、キャリア教育の推進
に取り組んできました。



みどり市のキャリア教育の取組
みどり市には、笠懸中学校を始めとして、笠懸南中学
校、大間々中学校、大間々東中学校、あずま小中学校
の５校の中学校があります。
みどり市進路指導主事部会（５校）が綿密に連携し

て、みどり市教育委員会の支援のもと、キャリア教育
の推進に取り組んでいます。
今回は、特に以下に３つの項目について、発表します。

１．キャリア教育の充実に向けて（市研究所）
２．キャリアドリーム（職場体験学習）
３．キャリアパスポート



１．キャリア教育の充実に向けて（市研究所）















２．キャリアドリーム（職場体験）

みどり市では、学校と教育委員会、みどり市の商工会
や近隣の企業、病院等と連携して、職場体験を実施して
います。
市教育委員会の支援
・市内５校に対しての職場体験を指導・支援
・各校生徒の職場体験における各費用（報告書の作成や活動に関
わる保険、各事業所への謝礼など）を市内５校の中学校をまとめ
て予算化
・市役所への職場体験の受け入れ



はじめは、各校ごとに事業所と交渉をしながら、受け入れ事業
所を開拓してきました。現在では、みどり市の商工会をはじめ、
近隣市町村の事業所（のべ１８０事業所）との連絡を各校がおこ
ない、生徒の希望する受け入れ先を決定していけるようになりま
した。

２．キャリアドリーム（職場体験）
受け入れ事業所

各校の取組は、報告書や主任会等の情報交換において、情報共
有をおこない、生徒の希望にそった適切な事業所の設定を可能に
しています。
みどり市になってから、１５年が経ち、受け入れ先の事業所

も安定してきています。



２．キャリアドリーム（職場体験）
•市内外事業所 のべ１８０事業所（Ｈ３１）
実施時期と協力事業所数（Ｈ３１）

笠懸中学校 ９月 ４７事業所
笠懸南中学校 ９月 ４８事業所
大間々中学校 ６月 ３７事業所
大間々東中学校 ９月 ４０事業所
あずま小中学校 １１月 ８事業所

市内５校の管理職・進路指導・キャリア教育主任等で
情報交換を実施して、事業所の依頼をしています。



令和元年度キャリアドリーム
（職場体験）の様子

笠懸中学校のキャリアドリームの様子（R1）

ペットショップでの職場体
験は生徒に人気であり、各
校とも情報交換をおこなっ
て、協力していただける事
業所の共通依頼を実施して
いる。



笠懸中学校のキャリアドリームの様子（R1）

桐生みどり消防署

飲食店



成果

・市内５校での情報交換により、生徒の希望に添った事業所をみどり市や
隣接地域より選出し、依頼することができる。

・みどり市教育委員会の支援により、生徒の保険、事業所への謝礼等の予
算などを一括して準備してもらうことができる。

・事業所主様や従業員の方々も経験を積まれ、より適切に受け入れていた
だけるようになってきている。

課題
・みどり市は小さな市なので、事業所数は限られています。また、個人営業など
の事業所もあります。その中で、５校の生徒を受け入れることになると事業所の
負担感が大きくなってしまうことが課題となります。同時期による多人数の受け
入れや時期が異なることで何回もの受け入れになることなどがあります。
各校での情報交換を活用して、受け入れの工夫や新しい事業所の開拓に努めて

いくことが大切になります。



令和３年度キャリアドリーム（職場体験）
新型コロナの中での取組

•職場体験は、新型コロナウィルスのため、令和２年度・３年度
は中止としました。

•令和２年度は、職場体験を中止となり、校内での調べ学習を中
心として活動で、キャリア教育を進めてきました。

•令和３年度は、キャリア教育推進のために、各校とも実施方法
等を検討し、キャリア教育講演会をおこなうこととしました。

•６月実施予定の大間々中学校は、キャリア講演会を実施し、他
４校は、現在、計画中です。



令和３年度キャリアドリーム
（キャリア教育講演会）

事例１ 大間々中学校

６月に職場体験を計画していた大間々中学校は、各校に先駆け
て、キャリア教育講演会を実施しました。
大間々中学校では、マナー講習指導者・地域貢献に努めている

事業主・薬剤師（地域の医療関係）・大学教授・全国規模の企業
の方々をお招きして、実施しました。
講演会費用については、マナー講習会は、例年通りの実施なの

で、予算あり。その他については、費用なしで実施しました。



マナーアップ講習会
講師は、実績のあるプロの講師をお招きして、毎年開催しています。

講師の簡単な経歴
スクールコミュニケーション

サポート代表
日本アンガーマネジメント協会

認定コンサルタント
コミュニケーションマナー講師



１．地域貢献に努める事業主

キャリア講演会

郷土を美しくする会の代表をつとめてい
る方からの話

みどり市における大型ショッピングセンターを立ち上げ
た話



２．薬剤師
（地域の医療関係）

薬剤師の役割や仕事について、話



３．大学教授
群馬大学副学長
理工学部教授 板橋教授



起業の取組について
群馬大学



４．全国規模の事業所
保険会社の研修担当者

社員研修の体験



みどり市の各校の計画
笠懸中学校

笠懸南中学校

大間々東中学校

あずま中学校

キャリア教育講演会を計画中

キャリア教育講演会を計画中
ＳＤＧｓについて講師富所哲平（あんかんみんかん）
マナーアップ講習会（斎藤由起子さん）
出前講座「しってもらおう介護の仕事」
（群馬県老人施設福祉協議会 東デイサービスセンター）

キャリア教育講演会計画中
社会人講師派遣事業活用

群馬県経済同友会次世代育成委員会

キャリア教育講演会計画中
マナーアップ講習会
社会人講師派遣事業活用

群馬県経済同友会次世代育成委員会



まとめ
各校とも新型コロナ化でもできることはないかと工夫を凝らし

て、キャリア教育の充実に向けて取り組んできました。その取組
を１校だけのものにせず、進路指導主事会議や校長会、教頭会、
市教委との情報交換をおこなってきました。
各校のキャリア教育講演会もそれぞれの地域との関係性や群馬

県経済同友会次世代育成委員会などの情報を参考に充実を図って
きました。
各校の情報交換により、適切な講師を招くことができたことは

、みどり市の特徴であると考えています。



群馬県では

新学習指導要領の総則において、キャリア教育の充実が明示されるとともに、
特別活動で将来の生き方を考える活動などを行う際に、児童・生徒が「活動を記
録し蓄積する教材等を活用すること」とされている。

○「キャリア・パスポート」の意義と必要性として

（１）キャリア教育は、学校の教育活動全体を通して行うものである。
（２）キャリア教育に関わる活動について、学びのプロセスを記述し、振り返ることができるポー

トフォリオ的な教材が「キャリア・パスポート」である。
（３）「キャリア・パスポート」は、学びを蓄積し、必要に応じて振り返ることによって、児童・生

徒の主体性の向上や、キャリア形成に生かすとともに、特別活動や各教科等における指導の改善
にも寄与することが期待できること。

（４）「キャリア・パスポート」が系統的な指導に資するものとなるよう、小・中・高等学校やその
後の進路も含め、学年や学校段階を超えて活用できるようにすることが求められている。

３．キャリアパスポート



○ 作成上の留意事項
作成上の留意事項を踏まえ
・各学校でカスタマイズしてもよいこと
・各学校で既に活用している様式や各種資料等を活用しつつ、児童・生徒の実態に応じてシートを
変更することも可能であること。とある。

（１）児童・生徒自らが記録し、学期や学年、入学から卒業までの学習や学校行事等を見通し、振り
返るとともに、将来への展望を図ることができるものとする。

（２）記録については、情報端末を用いる方法やワークシートへ直接記述する方法など、各学校で工
夫して行う。

（３）学校生活全体及び家庭や地域における学びを含む内容とする。教科・科目のみ、学校行事等の
みの自己評価票とならないように留意する。

（４）情報端末等で記録を蓄積する場合には、その記録を生かしながら、必要な内容を精査すること
とする。

（５）ワークシート等の紙媒体で保存する場合には、とじ込みファイル等を活用し、学年を越えて継
続して使用することができるようにする。
各シートはＡ４判に統一し、各学年での蓄積は両面印刷で５枚（10ページ）以内とする。

（６）各シートでは、教員や、家族、地域住民等からのコメントやメッセージを記述する欄を設ける
ことで、児童・生徒の自己有用感を醸成し、自己変容の自覚に結び付けられるようにする。

（７）詳しい説明がなくても児童・生徒が記述できるものとする。



○ 指導上の留意事項
（１）キャリア教育は学校教育活動全体で取り組むものである。

基礎資料の記録や蓄積が、学級活動に偏らず、教科・科目や学校行事等
での記録も。

（２）学級活動の目標や内容に即したものとし、記録することのみを目標とせ
ず、記録を用いて話合い、意思決定を行うなどの学習過程を重視する。

（３）自己評価、学習活動であり、児童・生徒個々の状況を踏まえ、本人の意
思とは反する記録を強いることのないよう配慮する。「キャリア・パスポ
ート」をそのまま学習評価とすることは適切でない。

（４）「キャリア・パスポート」を用いて、教員、家族、地域住民等と児童・
生徒がコメントやメッセージを通じて対話的に関わるようにする。
教員は記録を活用して、児童・生徒理解や一人一人のキャリア形成に努

める。なお、学級活動の時間の中で個別の面接・面談を実施することは適
切でなく「キャリア・パスポート」を活用した場合においても同様である。

（５）個人情報を含むことが想定されるため、管理は、原則として学校で行う。
個人情報の保護や記録の紛失には十分留意する。

（６）校内では学年を越えて引き継ぎ、指導に活用する。学年間の引き継ぎは、
原則として教員間で行う。



３．キャリアパスポート
令和元年度に市教育委員会・市教育研究所・校長会・教頭会・市進路指導主

事会・市研修主任会を通して、取組についての確認をおこない、各校での実施
となりました。

○ 市内小中学校と市教育委員会との話し合いの結果、キャリアパスポート用
のファイルをみどり市として、統一し一括購入することとしました。
みどり市のよさは、市教育委員会、市教育研究所、市内小中学校が一

緒になり、取り組むことができ、一貫した指導体制をとれることです。
さらに、中学校においては、各校の進路指導主事が中心となり、主任

会を通して、連携を図りながら取り組むことになりました。

○ 文科省から示された例示をもとに、各校で、今まで活用していたものを
見直し、「キャリアパスポート」の資料として採用して取り組むことを確
認した。

○ 市研究所の資質向上研修班が中心となり「５分でわかるキャリア教育」を
作成し、市内すべての教職員の意識を高め充実を図ってきた。



キャリアパスポートの取組例１ 小学校から中学校へ







小学校で、キャリアパス
ポート導入前からおこなっ
ていた「夢カード」の取組
を活用し、中学校へ進学し
た。
中学校では、入学当初に

「中学校になって」と題し
た作文を実施して、これか
らの中学校生活を見据えた
生徒の意欲や決意をキャリ
アパスポートに取り入れた
。



キャリアパスポートの取組例２ 中学校からはじめて











２０２０年の実施に向けて、進路指導主事会議を何回
も開催し、各校の取組の足並みをそろえました。
また、各校の取組についての情報交換を進路指導主事

会議や校長会、市教委、市研究所との連絡を通して、充
実させてきました。
キャリアパスポートの取組は、始まったばかりです。

みどり市の特徴を生かして、さらに充実した取組に向け
て取り組んでいきたいと思います。

まとめ


